
5１ 新潟県立小千谷西高等学校

●所在地 〒947-0028

小千谷市城内 3丁目 3 番 11 号

［最寄りの交通機関］ ＪＲ小千谷駅よりバスで１０分

●電 話 0258-82-4335(代表)

ＦＡＸ 0258-82-0700

●ホームページ

【ＵＲＬ】http://www.ojiyani-h.nein.ed.jp/

【E-mail】school@ojiyani-h.nein.ed.jp

●校長名 入澤
いりさわ

享
すすむ

●課 程 全日制

●創 立 昭和３９年４月１日

●生徒数 ４７２名（平成 28 年 5月 1 日現在）

●入学者選抜

学 科 募集定員 特色化選抜 一般選抜

総合学科 １６０
調査書：学力検査

（４：６）

学校独自検査・配点

（集団面接・100 点）

※ 募集定員は平成 28 年度のものです。平成 29 年度募集学級数及び募集定員が確定した後、

ホームページを更新します。

◆学校目標
教育目標 自主自律の精神を持った個性豊かな人間形成

三つの柱

＜平成 14 年に総合学科へ＞

昭和 39年、普通科・家政のある女子高等学校として創立、昭和50年

には男女共学校に移行し、昭和 61年には電子科が設置されました。

平成 14年に総合学科となり、今春、第 13期生が卒業しました。

学年

学科

１年 ２年 ３年 計

男 女 男 女 男 女 男 女

総合学科 ７１ ８５ ６７ ８９ ６８ ９２ ２０６ ２６６

校時表

朝学習 8:35～ 8:45

ＳＨＲ 8:45～ 8:55

１ 限 8:55～ 9:45

２ 限 9:55～10:45

３ 限 10:55～11:45

４ 限 11:55～12:45

５ 限 13:30～14:20

６ 限 14:30～15:20

放課後 部活・補習

※水曜日のみ 7限(15:30～

16:20)があります。

信濃川

・基礎学力・基本技能の定着、専門的な知識・技能の習得

・豊かな「教養、人間性、社会性」を育てる全人的教育の実践

・確かな職業観・勤労観を育てるキャリア教育の実践



◆めざす学校像のコンセプト
「夢、天高く」をスローガンに、個性を伸ばし自己実現をサポート

◆オンリーワンスクール新潟未来プロジェクト(H27 年度より指定)

【コンセプト】 「地域の未来を切り拓く人材育成」
～地元とのコラボレーションによる「おぢやモデル」の構築～

●地域企業見学 ●長期デュアルシステム ●地域連携によるものづくり

○ 平成 24年度より３年間、オンリーワンスクール・ステップアップ事業の指定を受け、地

域企業等講師による講演会の地域企業等の見学、地域での長期デュアルシステム（企業実

習）やインターンシップなどキャリア教育を推進してきました。

○ 平成 27年度より、新たにオンリーワンスクール新潟未来プロジェクトの指定を受け、中

学生向けのイベントの実施（小千谷市とともに主催）や、地域の事業所等での実習など、

地域の皆様のご協力を得ながら小千谷西高校ならではの教育活動を展開しています。

◆学校生活
＜明るい校風で活気に満ちています＞

学習や部活動にも、のびのびと明るい雰囲気がみられ、活気ある校風です。総合学科となった

ことで一段と活気がみなぎっており、元気の良いあいさつが特徴です。

＜自己の生き方や進路を考えることに力を入れています＞

１年次の「産業社会と人間」や科目選択を通して、「自ら学ぶ力」「学ぼうとする力」の育成

に力を入れています。進路に関する情報提供や、進路ガイダンス、講演会など、丁寧な進路指導

で自己実現をサポートしています。

＜選択の幅を広げ、生徒の能力を十分に伸ばします＞

２年次以降は、一人ひとりの進路希望に対応したモデルプランをもとに、多様な教科・科目の

中から授業を選択することができます。また、適性検査・模擬試験・進学補習など、自己理解や

自己の能力をさらに伸ばせるよう取り組んでいます。

◆教育課程(一部変更になることがあります)

必履修科目（すべての高校生が履修する科目）

国語総合、地理歴史※１、公民※２、数学Ⅰ、物理基礎、化学基礎、生物基礎、体育、保健、

芸術※３、コミュニケーション英語Ⅰ、家庭基礎、社会と情報、総合的な学習の時間 等

（※１、※２、※３は該当する科目群から選択して履修する）

原則履修科目（総合学科の生徒が履修する科目）

「産業社会と人間」 職業観をしっかりと持ち、自分の進路を見つめるための時間。様々なガイダン

ス・実習・講義・企業見学・学校見学等を通して自分の適性を考えるとともに、

２年次以降の時間割を作成し、自己実現へと進むための科目。



選択科目 系列の内容と目標
※本校はコース制ではありません。系列とは科目のグループ名です。

人文科学系列
日本の社会や歴史、文化について深く学ぶとと

もに諸外国の社会や歴史、文化、言語についても

広く関心を持ち、国際社会に主体的に生きる意欲

や態度を育てる。
国語表現、現代文A、現代文 B、古典 A、古典 B、

教養国語、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ、英語会話、英語理解、

英語ｾﾐﾅｰ A、英語ｾﾐﾅｰ B 等

自然科学系列
自然科学に関する基本的な原理・法則を学び、

自然現象や様々な事象について、数学的に考察し

たり、科学的に探究したりする能力や態度を育て

る。
数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂ、物理、化学、

生物、地学基礎 等

メカトロニクス系列
機械技術及び電子技術に関する基礎的な知識や

技術について学習し、機械加工や制御によるもの

づくりについての理解を深め、豊かな人間社会の

創造に貢献できる能力と態度を育てる。
工業技術基礎、実習、製図、機械工作、機械設計、

生産システム技術、電子機械、自動車工学等

生活・健康系列
衣食住・福祉・スポーツに関する知識・技術を

学び、時代に適応した実践的な生活能力、スポー

ツの普及・発展に寄与する能力と態度を育てる。

ファッション造形基礎、フードデザイン、生活と福祉

子どもの発達と保育、スポーツⅡ、スポーツ概論

等

芸術文化系列
「美」を追求する表現活動を通して感性を磨く

とともに、様々な文化の違いを理解することで、

生涯にわたり主体的に芸術文化の発展に寄与する

能力と態度を育てる。
音楽Ⅱ、音楽Ⅲ、美術Ⅱ、美術Ⅲ、書道Ⅱ、器楽、

構成、素描、ビジュアルデザイン 等

自由選択科目
系列に関係なく設定された科目。

様々な進路・興味・関心に対し可能性を開く。

中国語、ハングル、ロシア語、簿記、応用簿記、

キャリア実習 等

◆学校行事（平成 28年度）

１
学
期

4 月

5 月

6 月

9 月

入学式･生徒総会･

進路説明会（各学年）

第 1 回定期考査

壮行会

創立記念日・体育祭

第 2 回定期考査

マラソン大会

体育祭(６月９日)

紅･白･青・緑の四軍

で、競技・応援・衣

装・パネルの４部門で

優勝を争います。

各軍の団長を中心に

学年の枠を超えて盛り

上がる、前期最大の行

事です。

10 月

１１月

12 月

1 月

2 月

3 月

第 3 回定期考査

修学旅行（２学年）

西高祭

第 4 回定期考査、球技大会

学年末考査(３学年)

学年末考査(１･２学年)

卒業式

２
学
期

西高祭

(10 月 28 日,29 日)

クラス企画では、研

究発表、作品展示、食

品販売等を行います。

他にも文化部の発表

や修学旅行展示など様

々な企画があります。

毎年数百名の一般の

方が来場されます。



◆部活動

◆進路状況（平成 27年度卒業生）

□進学
大学・短大・専門学校などの進学希望者が学年全体の７０％前後を占めています。総合学科改
組以降は大学・短大等に多く進学しています。

■大学・短大進学者(大学１９名、短大３名、計２４名)
県内大学１３名、短期大学３名、計１６名
新潟県立大学(1名) 長岡造形大学(1 名) 新潟工科大学(5名)
新潟医療福祉大学(3名) 新潟薬科大学(1 名) 長岡大学(1名)
新潟経営大学(1名) 新潟中央短期大学(2 名) 新潟青陵大学短期大学部(1名)

県外大学８名
城西大学(3名) 駿河台大学(2 名) 日本大学(1名)
文教大学(1名) 目白大学(1)

■専門学校等進学者（６６名）
長岡こども福祉カレッジ(8 名) 長岡公務員・情報ビジネス専門学校(5名)
日本ビジネス公務員専門学校(4名) 国際ビューティモード専門学校(4 名)
北陸食育フードカレッジ(3 名) 新潟コンピュータ専門学校(3 名)
晴陵リハビリテーション学院(2名) 新潟柔整専門学校(2 名)
北里大学保健衛生専門学院(2 名) 新潟ビジネス専門学校(2 名)
シェフパティシエ専門学校(2 名) 日本アニメ・マンガ専門学校(2名)
アップルスポーツカレッジ(2 名) 魚沼テクノスクール(2名)
日本工学院(2 名) 他

□就職 ６２人 ※ 例年学年全体の３０～４０％程度が就職を希望しています。
主な就職先

浅田精機㈱ 阿部幸製菓㈱ 岩塚製菓㈱ エヌエスアドバンテック㈱
エヌ・エス・エス㈱ オヂヤセイキ㈱ ケーエスエス㈱小千谷工場
小杉土建工業㈱ ㈱第一測範製作所 ㈱たかの ㈱竹田工務店
社会福祉法人長岡三古老人福祉会 日本ベアリング㈱ ㈱ビップ
ヤマト運輸㈱長岡主管支店 理研精機㈱ ユキワ精工㈱ 他

入学式(４月７日)

修学旅行(10月 11～14 日)

球技大会(12月 21・22 日)

運動部

(１２)

野球・陸上競技・卓球・バドミントン

ソフトテニス・サッカー・バレーボール

剣道・ラグビー・男子バスケットボール

女子バスケットボール・水泳

文化部

(１２)

放送・演劇・美術・書道・華道・写真

吹奏楽・合唱・英語・食物・被服・機械

同好会

（２）
漫画研究同好会・ダンス同好会



◆在校生からのメッセージ

○ 小千谷西高校は総合学科です。総合学科では将来の夢に向け自分の進路希望にあ

った科目を選択し、自分だけの時間割を作ることができます。まだ、将来の夢が決

まっていない人も、この学校での生活の中で見つけることができると思います。

○ 学校行事や部活動も楽しいものばかりです。部活動はどの部の先輩も親切に教え

てくれるので楽しく練習することができます。体育祭、球技大会、文化祭はどれも

クラスのみんなと協力して行うのでクラスの団結力が強くなります。

○ 毎日の朝学習や少人数授業で、少しずつ勉強の苦手意識が少なくなりました。み

なさん、ぜひ西高に入って一緒に頑張りましょう。

◆学校納付金

学校納付金については、次のものがあります。

（１）入学料 ５,６５０円（入学時）

（２）授業料（全日制） ９,９００円（月額）

※ 平成 26年度入学生から、所得制限により就学支援金が支給されない世帯（市町村民税所得

割額の保護者（親権者）の合算が 304,200円以上の世帯）については、上記の授業料を納

めていただきます。

なお、就学支援金支給の手続き等については、別途お知らせいたします。

（３）修学旅行積立金 ７,０００円×１５回（修学旅行前まで）

（４）その他 ＰＴＡ会費６,０００円（年額）、生徒会費９,６００円（年額）

日本スポーツ振興センター共済掛金１,５２０円（年額）

冷房費用６,０００円（年額）

※上記は平成 28年度１年生の実績額です。

※入学料等の減免制度については、事務室にお問い合わせください。

※この他に、入学時に制服（66,000 円程度）、体操着（20,000 円程度）、教科書・副教材の費用

（60,000 円程度）などが必要となります。


